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セグメントを考慮した長大断層の地震のスケーリング則

Scaling Relation of Mega-fault Systems considering Fault Segmentation
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長大な断層による強震動を予測する場合，固有規模の断層運動の多様性とともに，固有規模に満たない断層運動の発
生についても，断層破壊の動力学的性状に基づいてあらかじめ想定しておくことは，強震動の予測の精度を向上させるた
めには不可欠である．これまでの研究で，地中断層地震と地表断層地震の強震動の性質が異なること (Somerville, 2003;
Kagawa et al., 2004; Mai et al., 2006)，また L モデルやWモデルを考慮した地震のスケーリング則の構築が重要であるこ
とがわかってきた (Irikura et al., 2004; Dalguer et al., 2004)．

本研究は，地表断層地震と地中断層地震の考えに加えて，長大断層系における固有地震と非固有地震の強震動評価を
目的として，野島・六甲・有馬・高槻断層系における 1596年慶長伏見地震と 1995年兵庫県南部地震，米国サンアンド
レアス断層系北部における 1906年サンフランシスコ地震と 1989年ロマプリータ地震を対象に，活断層情報に基づく震
源モデルの構築と強震動予測をすすめている．

長大断層における震源モデルの構築では，過去の活断層情報やすべり分布の情報に基づくスケーリング則が有用な情
報となる．これまでの観測事実や数値シミュレーションから，地震発生層の有限幅がスケーリングに折れ曲がりを与える
可能性が指摘されている一方で，自己相似的なスケーリング則が成り立つ例も報告されている．しかしながら，大地震
の断層幅は，断層長さや地表すべり量に比べて，推定することが一般に難しく，数値シミュレーションにおいても，想
定されているセグメントが単一である場合が多い．

本研究では，長大断層においては活断層とその活動セグメント情報が有用であるという立場から，(1)断層長さと活動
セグメント数，(2)活動セグメント長さと地表の最大すべり量，という 2つのスケーリング (Awata et al., 2006)に基づき，
これらの関係と一定の断層幅を拘束条件としたモンテカルロシミュレーションにより、長大断層地震を支配するスケーリ
ング「断層長さと地震モーメント」および「断層面積と地震モーメント」の再構築を試みた．その結果，断層幅の最大
値が自己相似型からＬモデルへの第１変曲点として，活動セグメントの地表最大すべり量がＬモデルからＷモデルへの
第２変曲点として作用し，セグメントを考慮したスケーリングを導入したことにより，単一セグメントの場合に比べて
第２変曲点への移行が早まることが確認された．また，Ｗモデルへスケーリングが達することにより，すべり量や加速
度震源スペクトルレベルの頭打ちが生じることがわかった．今後，応力降下量に関する定量的な議論を行う必要がある．
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